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第2章　李鴻章の世界周遊
１、李鴻章の外国体験
前章においては、私達日本人にとって馴染み深い代表的道徳訓話のひとつである「フィンガー
ボウルの話」に李鴻章を主人公として展開するバージョンも存在することを指摘した。本章以
降では、何故そうしたバージョンが生まれることになったのかという疑問に回答するための作
業を進めてゆくことになるのだが、その手掛りのひとつはまず李鴻章の履歴のなかに見出すこ
とができる。
これまで私は、たびたび李鴻章が主人公となったフィンガーボウルの話という表現を用いて
きたけれども、そもそも私達日本人にとって「馴染み深い」フィンガーボウルの話の本来の主
人公とは、遠来の客（しかも、すでに述べたように、その人物は往々にして文明的に劣った地
位にある「他者」の代表として描かれていた）を「思いやり」の精神を持ってもてなした主人側で
あったはずである。李鴻章が登場するバージョンでは、それはドイツのビスマルクであり、イ
ギリスのヴィクトリア女王となるわけであるが、どうしてこのふたりが李鴻章をもてなす側の
人物として設定されることになったのであろうか。
ヴィクトリア女王については、彼女がかねてからフィンガーボウルの話における主人側の常
連のひとりということもあり理解できなくはない。しかしもうひとりのビスマルクの方は何処
から呼び出されてきたのであろうか。
実は、李鴻章は、ビスマルク、そしてヴィクトリア女王にも対面した経験、しかも「遠来の客」
としてそれぞれから厚くもてなされた経験を有していたのである。もちろん、これは彼が実際
にドイツやイギリスの地を踏んだことを意味するものである。
李鴻章の外国体験と聞いて、普通私達の頭に思い浮かぶのは、日清戦争（1894─1895年）末
期における講和交渉使節団を率いての来日であろう。日本側の強い要求に基づいて全権の任を
担うことになった彼は、伊藤博文首相、陸奥宗光外相等との交渉に臨むべく、1895年3月19日、
講和会議の地として選ばれた山口県の下関にやって来たのである。通常交渉地の名を冠して呼
ばれている日清講和条約に両国の全権が調印したのが4月17日。その翌日には講和交渉使節団
は天津へ向けて帰国の途に着いているから、李鴻章の日本滞在期間はほぼひと月であったとい
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うことになる。
この勝者となった日本人によっては様々な形で記憶され続けることになった李鴻章の来日1
は、一方の彼自身にとっては、いうまでもなく屈辱を身に刻み付ける─李は下関滞在中に講
和の阻止を企んだ日本人青年に狙撃され負傷もしているのでこれは文字通りの意味でもある
─外国体験であった訳であるが、それから僅か1年も経たぬうちに、彼は、今度は西洋諸国
への大旅行を敢行することになったのである。先に述べた彼のドイツとイギリスへの訪問、そ
してビスマルクとヴィクトリア女王との会見は、その折に実現したのだった。
２、欧米諸国歴訪の旅へ
1896年3月28日、李鴻章は盛大なる見送りのなか、上海の呉淞口でフランスの汽船、エルネ
スト・シモン号に乗り込むと西洋諸国歴訪の旅へ出発した。訪問を予定する国々は、スエズ運
河経由で向かうロシアを皮切りに、ドイツ、オランダ、ベルギー、フランス、イギリスのヨー
ロッパ諸国そして大西洋を隔てたアメリカ、カナダである。帰国は北米大陸西岸より太平洋の
船旅となるので、全行程としては西廻りの世界一周の旅の形となる。旅行期間も半年の長きに
及ぶものであるから、まさに「大旅行」であった。
ところで、出発当時、数え年で74歳とすでにかなりの高齢に達していた李鴻章が、そのよ
うな世界一周の旅に出た理由や目的は何だったのだろうか。彼が主役の一方を務めるフィン
ガーボウルの話の実像を当人とビスマルクそしてヴィクトリア女王との会見の事実のなかに検
証する作業に移る前に、まず、その点について明らかにして置く必要があるだろう。
光緒二十二年の新年が明けてさほど日の経っていない十日、西暦の1896年2月22日、李鴻
章に対し「欽差頭等出使大臣を命ずるのでロシアに赴き、該国皇帝の戴冠を慶賀せよ」および「イ
ギリス、フランス、ドイツ、アメリカの4ヶ国に赴き、国書を送り届け、朕が恩徳の念を広く
知らしめよ」との光緒帝の上諭が発せられた2。3ヶ月後に迫ったロシア皇帝ニコライ2世の戴
冠式に対する慶賀の意の表明と主要欧米諸国との友好親善関係の維持、確認のために李を派遣
するというのである。
上記の上諭の文言にのみ基づいて理解するならば、このたびの李鴻章の外遊は、前年の日本
行とは異なり専ら儀礼的な観点から計画されたものであったということになるのだが、実際に
はいくつもの重要な政治的任務が彼には授けられていたのだった。
なかでも、清朝の命運にも大きく関わる使命が、やがて「露清密約」と称されることになるロ
シアとの条約3の締結交渉である。その交渉に当たっての清朝側の方針、目的は、三国干渉後
国内で急速に勢いを増したロシアと結んで日本に対抗することを目指すいわゆる「連露拒日」論
の政策的実現を図りながら、一方でシベリア鉄道の清朝領域内での敷設延伸を通じて満州進出
に及ぼうとするロシアの計画の阻止も実現しようとする「必ずしも両立するとは限らぬ2つの
側面をもつ4」と評されるものであった。結局、交渉は、清朝が満州においてロシアによる鉄道
の敷設を認める代わりにロシアが清朝との間に対日相互防禦同盟を結ぶという形で決着を見る
ことになる5のであるが、そうした国家の命運に関わる難しい交渉をしかも秘密裡に進める使
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命が世界周遊の旅に赴こうとする李鴻章には与えられていた訳である。
とはいうものの、彼に欽差頭等出使大臣の身分と対露交渉責任者の職責が授けられるに当
たっては、多少の曲折もあった。
1895年11月15日、駐ロシア公使、許景澄より再度もたらされたニコライ2世戴冠式への慶
賀使派遣の要請に対し当初朝廷が下した決定とは、前年のアレクサンドル3世の葬儀とニコラ
イ2世の即位式に参列した湖北布政使、王之春を再び差し向けることだった6。日清講和交渉
の結果、直隷総督と北洋大臣の職を剥がされるなど光緒帝の譴責を受け、朝野を挙げての非難
の的となり果てていた李鴻章にロシアへの出使の命が下る可能性はそもそも皆無だったのであ
る。
その状況に変化をもたらしたのがロシアであった。駐清ロシア公使、カッシニが李の派遣を
強く求めてきたのである。それを承ける形で王之春の差し替えに応じた清朝は、李の派遣によっ
て、先に述べた「連露拒日」という重要な外交政策の実現を目指しながら、さらにはあわせて主
要欧米諸国にも赴かせ各国との間で結ばれている関税税率の改定7やアメリカの中国人移民制
限問題の解決をも期待するようになる8。一方のロシア側にとって、清朝随一の外交政策通で
あるとともにかねてより対露関係を重視していた李の来訪は、結果として懸案であったシベリ
ア鉄道の清朝領域内への敷設延伸問題の解決に繋がるものとなった。そして、この新たな決定
が、なによりも半ば失脚状態に置かれていた李鴻章本人にとって復権の道を用意するものと理
解されたことはいうまでもない。王之春に代わって自身の出使が取り沙汰されるようになると、
早速彼は皇帝の信頼厚い重臣で、外交政策担当者のひとりでもあった翁同龢と今後の外交政策
方針を談じ合っている9し、また、旅立ちを控えてこのたびの外遊に対する感想を得意の様子
で幕僚のひとりに次のように語ったと伝えられている。
私は外国との交渉に携わること数十年。折節に彼等が見せた私への敬仰期望振りについては
声高に語りはせぬが、何れにせよ諸外国では朝野の誰しもが中国に私のような人物がいると
知っているのは事実であり、それゆえ、彼等が私との面談を待ち望んでいるかもしれないと
いうのも、十分にあり得る話である。結局、百聞は一見に如かずという。私もこの世界周遊
の機会を借りて各国の現状を見て回わればより一層の心構えも身に付けられよう10。
この言葉からは、長年清朝の外交をひとりで取り仕切ってきたという李の自負と、老いてな
お衰えることを知らぬ政治への情熱を読み取ることができるだろう。
以上のように、李鴻章の外遊を巡っては、清朝、ロシアそして李本人によって複雑に織り成
された利害得失関係を読み取ることができるのである。1896年3月28日、汽船エルネスト・シ
モン号はそうした三者三様の思惑を乗せて上海、呉淞口を後にしたのだった。
３、世界周遊の記録資料１
さて、李鴻章が世界一周の旅に出ることになった経緯を明らかにしたいま、いよいよその旅
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程を具体的にたどりながら、そのなかに彼に纏わって語られているフィンガーボウルの話の実
際を確認する作業へ進もうと思うのだが、それに先立って、この段取りを無意味なものにさせ
かねないひとつの事実を指摘して置かなければならない。それは、残念なことに、李本人がそ
の一世一代の大旅行に関してほとんど記録らしい記録を残してくれなかったということである。
いま「残念な」と評したのは、清朝末期に出使の命を受けて諸外国へと赴いた官員および随員の多
くが、出使期間における任務遂行状況の記録に加え日々の見聞、体験を事細かに記し留めたいわ
ゆる「出使日記」を残してきたという一種の政治文化的「伝統」が一方には存在したからである。
この「伝統」は、清朝の外交政策の大きな転機となったアロー戦争（1856─60年）を経てやが
て在外公館の設置に至った1870年代半ば以降、常駐公使に対しては朝廷が提出を「義務」とし
て求めたことから生まれたものであり、また、その「義務」が弱化した日清戦争以降にあっても
臨時使節や海外視察団のメンバーによって受け継がれ続けたという11。このたびの李鴻章の出
使も、そうした「伝統」を踏襲したとしてもおかしくはない政治文化的環境のなかで実施された
のであるが、本人ばかりでなく随員達もまとまった記録といえるようなものを残すことがな
かったのである。
しかしながら、私達は、そうした「出使日記」とは別種の形態の、それも極めてユニークな性
格の資料によって彼の大旅行の仔細を十分に確認することができるのである。
その資料は2種類存在する。まず、その名称、編者、刊行年等の基礎的データを示すことに
する。
１、『節相壮遊日録』（ただし、書扉は『傅相壮遊日録』と題す）、晋安桃谿漁隠、章武惺新盦主
同輯　光緒二十二年（丙申、1896年）天津刊
２、『李傅相歴聘欧美記』、林楽知選訳、蔡爾康纂輯　光緒二十五年（己亥、1899年）上海、広
学会印行12
図1　『節相壮遊日録』書扉　　　　　　　図2　『李傅相歴聘欧美記』書扉
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これらふたつの資料それぞれについてより詳しい書誌学的情報を書き加える前に、双方に共
通する特徴を大掴みに説明して置くことにしよう。
両者は何れも李鴻章使節団の旅程を基本的に逐日形式で詳しくたどってゆくので「出使日記」
的性格を備えている資料であるといえる。では、当事者達の記録が残されていないなかで、ど
のようにしてそうしたレヴェルが達成できたのであろうか。
それを可能にしたのは、李の外遊に終始強い関心を寄せ続け、その動静を逐一伝えるととも
に、外遊の目的、成果、問題点等について論評を加え続けた海外メディアの存在であった。天
朝の欽差頭等出使大臣、李鴻章の行動は、当人の望むと望まざるとに関わらず、外国の通信社
によって配信されるニュースと各国各種の新聞・雑誌の記事、論説によって体系的ではないが
記録され続けていた訳である。
上掲のふたつの資料とは、そうした海外メディアの残した記録を主な取材源として翻訳、編
集した結果生まれた特異な「出使日記」だったのである。そのことは資料を繙けばすぐに判明す
るはずである。資料２では、記述の多くの書き出し部分に、例えば、「倫敦日報（ロンドン・デ
イリー・ニューズ）云……」、「倫敦露透電報総新聞局（ロイター通信社）専電上海云……」、「泰
姆士（タイムズ）云……」という具合にメディア名が冠されているのを見付けることができるし、
資料１の巻之下の冒頭に加えられた一文に「欽差大臣殿のこのたびの欧米諸国遊歴に関しては、
世界各国ことごとくそれを関税税率改定交渉とロシアとの秘密条約締結交渉の2事を目的とす
るものだと疑っている。そのため各国の新聞社にあっては高論卓説を紙面に連ね、それを飽き
もせず繰り返すありさまである。いま以下にそれらを記し留め置いて公衆の閲覧に供すること
とする」とあるのもその明白な証拠である（なお、李の外遊に対する論評集成であるこの巻之下
に対し、旅行記の体裁を採る巻之上に関してはそうした但し書きはなく、また資料２のように
各記述に参照したメディア名を冠する処理も施されていないが、その文章もしくは内容の多く
が資料２と重複していることから取材源がやはり外国の通信社や各国各種の新聞・雑誌であっ
たことは明らかである。ただし、両書の関係についてはそれを示す資料はない）。
要するに、私達がいま目にすることのできる李鴻章の世界周遊記とは、彼を迎える／迎えた
側の反応・理解・解釈を利用して生み出されたものだったのである。
このいわば「他者」の目に映った印象、「他者」の手によって書き留められた記録に基づいた「出
使日記」というのが先に述べたこれら資料の「ユニークな性格」の意味なのであるが、ここで押
さえて置かなければならないのは、当時の中国においてはこのような「ユニークな性格」の「出
使日記」が作成され、また受け入れられる環境がすでに整いつつあったという事実である。
これら資料が作成された時期が、まさにちょうど日清戦争での敗北を受けた変法論の高まり
に呼応して生まれた国内メディア─改革派知識人の手によって創刊された新聞・雑誌─の
多くに、ローター電や世界各国のニュースの訳載が現われるようになった時期でもあった13と
いう時代状況を理解して置くことは重要であろう。
そして、こうした時代状況の理解の重要性を指摘したうえは、さらに中国において1870年
代以降着実に整備が進んでいった電信ネットワークのそれに果たした役割にも理解のベクトル
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を伸ばしてゆかなければならないだろう。
1871年にイギリス企業によってインドから香港に至る海底ケーブルが敷設されたことを皮切
りに間もなく中国とヨーロッパを結ぶ電信情報ネットワークが確立されることになったととも
に、1880年代から90年代にかけての20年間で国内のそれも形成されることになったという14。
こうしたインフラの整備があって初めて中国と世界各国の間および中国国内間における情報、
ニュースの交換、共有が可能になったのである（従って、日清戦争勃発以前においても、いく
つかのメディアがすでに電信を利用して記事の送配信、国際ニュースの掲載を実施していた事
実も確認できる15）。
いま取り上げている2種類の李鴻章世界周遊記とは、以上のような清朝末期の中国にハード、
ソフト両面に亘る形で新たに生まれ出た言論空間の賜物だった訳である。
このことを踏まえ、さらにもう一段理解のベクトルを伸ばしてみよう。そこに立ち現われて
くるのは、世界を巡る李鴻章を報じるメディアが駆使した「速報性」という技法の存在である。
上述の新しい言論空間は、李鴻章使節団の動静を事後の記録としてではなく、まさにその旅が
進行している最中に逐一多くの中国人のもとに届けてもいたのである。それは、場合によって
はほんの数日遅れでの報道というスピードを持ち、読者には臨場感を抱かせるものとなった。
私が、当時の中国を代表する日刊紙のひとつである『申報』の記事に李一行の動静の報道状況を
確認し、それらを集成した「『申報』が伝えた李鴻章世界周遊記」16からは、その実態がよく判る17。
いささか僭越ではあるが、これを李の出使の全容を教えてくれる資料の3とさせていただくこ
とにしたい。
４、世界周遊の記録資料２
では、ここで改めて資料1と2それぞれについて、まだ触れていない書誌学的情報を中心と
した説明を加えることにしたい。
まず資料１について。
書名にいう「節相」とは、外国へ遣わされる使臣に主君から与えられる「節」という旌旗（しる
し旗）を持した大臣の謂いで、もちろん李鴻章のことを指す。その「壮遊（＝大旅行）」の日誌を
前節で確認したような素材をもとに作成した桃谿漁隠と惺新盦主のふたりについては、前者が
方受穀という人物の号であることが判るだけで、いまのところ詳しい人物像は不明である。ま
た、彼等が本書の纂輯に携わった経緯、理由も判らない。ただし、彼等が相当なスピードで纂
輯作業を進めたことは確かである。
本書の刊行は、牌記（漢籍における刊行年、刊行地、刊行者等を記した部分）によれば光緒
二十二年十二月、すなわち1897年1月のことであるが、これを李鴻章の天津帰着の日付である
1896年10月3日、北京へ上っての皇帝への復命の日付である10月20日と考え合わせると、本
書が李の世界周遊完了後、ほんの数ヶ月の期間で上梓に漕ぎ着けたものであったことが判る（し
かも、この先で改めて取り上げる碧蘿仙の手になる序文の執筆の日付は光緒二十二年十一月中
旬末日とあるので、原稿の仕上がりの驚くべき速さが想像できる）。
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刊行地が天津であることを考えると、あるいは、纂輯者のふたりおよび本書の刊行自体を長
らく北洋大臣として彼の地で政務を取り続けた李鴻章との繋がりのなかで考えるべきなのかも
しれない。その根拠のひとつとなるのが、巻頭に置かれた碧蘿仙（やはり人物像は不明である）
の序文の内容である。「謗るものは十人のうち九人、称えるものは百人のうちひとり」という李
の境遇を憂い「西洋人が爵相（大学士の別称、前章3節参照）閣下を重んじている様子を中華に
伝え、称えるものに力を添え、謗るものの口を塞がしめ」て今後のその政治力の発揮に利あら
しめたい、という口吻は李に近い人物の主張と見なすことができる。
本書は、明けて光緒二十三年には上海でも石印版の体裁で重刊されているので、一定規模の
需要を得ることになったらしい。その際に別題として『傅相游歴各国日記』という名称も与えら
れた。「傅相」とは王朝の重臣の意味である。この版本の特徴は、李鴻章の実兄である李瀚章の
序文が新たに付されたことである。李瀚章は船出を前にした弟にたまたま上海で邂逅したの
だった。序文の内容は、肉親らしい心遣いに溢れたものとなっている。
資料２に移ろう。
選訳者の林楽知とは、本名をヤング・ジョン・アレン（Young John Allen）というアメリカ人
である。アメリカ人の彼がどうして李鴻章の世界周遊記の訳者になり得たのかという疑問は、
その履歴を探れば一定程度解決することだろう。アレンは、1860年に来華し、以後47年間の
長きに渡って中国で活動したプロテスタント・メソジスト派の宣教師であったが、宣教にお
ける教育の役割を重要視する教派の活動理念を実践するために十分な中国語運用能力を身に付
け、宣教に加え盛んな教育、翻訳、出版活動を展開したことでも記憶されている人物である18。
本書の翻訳、刊行もその活動のひとつで、出版元の広学会とは、アレンを含むアメリカ、イギ
リスの宣教師達が中心となって1889年に上海に設立した中国への西洋知識の紹介、中国社会
の啓蒙を目的とする出版機関であった19。本書の纂輯者としてアレンと名を連ねる蔡爾康は、
その広学会の機関誌的役割を果たしていた雑誌『万国公報』（そもそも資料２は単行化に先立っ
て本誌に連載されていた）の華文主筆に就いて（1895年）以降、アレンに協力して数多くの翻訳
書を世に送り出した中国人ジャーナリストである。
本書の巻頭に載るアレンが執筆し、蔡が翻訳した光緒二十四年一月（1898年1、2月）の日付
を持つ序文（『万国公報』での連載も同じ光緒二十四年一月刊の第109冊で終了している）には、
このたびの李鴻章の出使の記録を世に問う理由、必要性が縷々述べられている。その大要を記
すと、世界の事情を知ろうともせず、目前に迫りつつある危機にも目を背け、李鴻章に責任を
擦り付けることで事足れりとする風潮が蔓延している現今の中国の状況に対し、「寓華の老友」
を自認する私、アレンはこの国の速やかなる再起興隆を願い、本書を含む諸書の刊行事業をもっ
てその実現に寄与したい、というものである。これは、広学会の「醒華＝（惰眠を貪る中国を目
覚めさせる）」と「興華＝（中国を再興させる）」という目標20に一致した内容といえる。
一方、アレンは序文において、李鴻章との交流は途絶えて久しいので本書の刊行は彼個人に
おもねるためのものではないと述べているが、かつて、アレンが上海に「中西並重」を旨とする
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のもとに赴きその洋務事業（電報局、水師学堂、武備学堂）の運営に協力した22、といった繋が
りの存在が、アレンに本書を手掛けさせるひとつの動機となった可能性はある。
以上で、少々長くなってしまった李鴻章の世界周遊を記録した資料に関する話題を終えるこ
とにしたいが、最後にもう1種類だけ特殊な資料の存在に言及することをお許しいただきたい。
それはサンクトペテルブルクにおいて李と秘密交渉のテーブルに着いたロシア側の責任者のひ
とり、時の財務大臣、ウィッテが残した回想記である。「ロマノフ朝最後の2帝（アレクサンド
ル3世とニコライ2世）の治世中において、最も偉大な政治家であった23」と称賛されるウィッ
テは、政治の表舞台から去ったのち、帝政の行く末を案じながら長文の回想記を執筆した。そ
の回想記では、李との交渉の至る経緯、交渉の過程についても1章が割かれており、それが李
のロシア訪問の政治的裏面史をなしているのである。該当部分は、やがて中国語にも翻訳され
広く知られることとなった。王光祈の『李鴻章遊俄紀事』（上海中華書局有限公司版　1933年）24
がそれである。これを資料の4とすることにしたい。
５、晩餐会でタバコを吸った李鴻章――さらなる「フィンガーボウルの話」
事実としての李鴻章の世界周遊を確認する手立てを得るためであったとはいえ、少々長い廻
り道となってしまった。本題に戻ろう。果たして李鴻章は、ビスマルクの目の前でフィンガー
ボウルの水を飲んだのであろうか、ヴィクトリア女王主催の宴席で受け皿からコーヒーを啜り
飲んだのであろうか。
李のドイツ滞在は、1896年4月27日から6月13日に及んだロシア滞在に続く7月4日までの
22日間、その後オランダ、ベルギー、フランスを歴訪したのちのイギリス滞在が8月2日から
始まりニューヨークへと旅立つ同22日まで20日間続く。資料1、2、3からは、彼が確かにド
イツ滞在中の6月27日にすでに引退の身であったビスマルクをその私邸に訪ね、また、イギリ
スに到着して3日後には離宮のオズボーン・ハウスにおいてヴィクトリア女王に謁見し国書を
奉呈したことが判る。しかしながら、その事実に触れた記述のなかには、李の失態どころかフィ
ンガーボウルやコーヒーカップ&ソーサーの影すら見当たらないのである。
資料3によると2時間程度であったという李とビスマルクの会談については、資料1と2が具
体的な言葉の遣り取りも含めリアルにその内容を伝えているが、飲食に関しては「点筵（＝軽食
でのもてなし）」が設けられた事実を記すのみである。さらにヴィクトリア女王との場合には、
それがまさに謁見という儀式の場における対面であって、そもそも飲食をともにするようなプ
ログラムは存在しなかったことが資料から判る。
要するに、李鴻章の世界周遊の記録の中には、前章で取り上げた彼が一方の主役を務める
「フィンガーボウルの話」（およびそのヴァリエーション）を事実として確認することはできな
いのである。
もちろん、そうした出来事があったにもかかわらず、いま利用している資料がたまたまそれ
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を書き漏らしたという可能性はあるだろうし、資料の制作者が李鴻章の名誉を守るために故意
に削除したという想像だって成り立ち得る。しかし、こうした推測、想像はさしあたって必要
のないものであることが判るはずである。何故ならば、私達は、少々の努力さえ厭わなければ
資料のなかに以下のような記述を見出すことになるだろうからである。
それは、ドイツでもイギリスでもなく、短いベルギー訪問中（1896年7月8日～13日）での出
来事として、資料1、2が共に載せているものである。ここでは資料1に従って訳出する。
『節相壮遊日録』巻之上
光緒二十二年五月二十九日（西暦1896年7月9日）……夕刻、ベルギー王が宮中にて宴を張
り節相をもてなされた。使節団の随員、該国の大臣および令夫人、各国の公使、書記官の尽
くが席に連なった。宴の幕が閉じられようとした時、節相はなんとタバコをふかし始めた。
これは西洋諸国の晩餐会においては礼儀にもとる行為である。しかし、ベルギー王はこの貴
賓の失態が衆目の的となることを欲されず、各種タバコをもって出席者すべてに勧め回らせ
たのだった。この出来事を記し置いたのは、賢者の失態をあげつらう意からではなく、西洋
人が節相を敬うこと至極なるを伝えんがためである25。
やはり、李鴻章は、異国の名流貴顕が席を埋め西洋式マナーが貫徹する「空間」において我知
らず「失態」を犯し、主人側の配慮、機転によって体面を保った、つまり「フィンガーボウルの話」
の基本構造を備えるエピソードを残していたのである。
それにしても、今度の李をもてなす側の人物はベルギー王（資料には記載がないが、レオポ
ルド2世）であり、李の「失態」を象徴するアイテムはタバコに変わっている。ビスマルク、ヴィ
クトリア女王、レオポルド2世にフィンガーボウル、コーヒーカップ&ソーサー、タバコ。李
鴻章を巡って展開する「フィンガーボウルの話」は、追いかければ追いかけるだけ複雑さの度を
増してゆくようである。この複雑さはいったい何に由来するのだろうか。
注
１．例えば、講和交渉に臨む李の姿は繰り返し錦絵に描かれ、「李鴻章のはげ頭」というフレーズは長く遊び歌
の一節となって歌い継がれた。また、講和交渉が行われた下関の春帆楼には1937年に記念館が併設され、
滞在中の李の宿舎から春帆楼に続く道にはいまなお「李鴻章道」の名が残る。
２．王彦威纂輯、王亮編、王敬立校『清季外交史料』巻120。同資料については、文海出版社版（1963年　台北）を
使用した。
３．正式には李鴻章─ロバノフ協定という。この「密約」の存在を中国政府が世界に向かって公式に認めるのは、
それから四半世紀後の1921─22年に開かれたワシントン会議の席上においてのことである。
４．佐々木揚「日清戦争後の清国の対露政策─1896年の露清同盟条約の成立をめぐって─」（『東洋学報』第
59巻1、2号　1977年）。
５．李鴻章と露清密約の関係については、注4の研究以外に、以下の研究を参照した。
周伝儒「李鴻章環遊世界与一八九六年中俄密約（上）（下）」（『史学月刊』1985年第1期、第2期）。
菰田将司「日本から見た日露戦争後の李鴻章について」（『史境』第53号　2006年）。
６．この間の推移については、竇宗儀編『李鴻章年（日）譜』（中国国家図書館　2011年　北京再版［初版は香港友
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聯　1968年］）を参考にした。
７．『大清徳宗景皇帝実録』巻383。同資料については、華文書局版（1969年　台北）を使用した。
８．岡本隆司『李鴻章─東アジアの近代』（岩波新書　2011年　東京）第6章、落日、2、親露への旋回。
９．『翁同龢日記』光緒二十二年一月四日の条。同日記については、陳義傑整理の中華書局版（2006年第2版　北京）
を使用した。
10．呉永口述、劉治襄記『庚子西狩叢談』巻4（1928年刊、いま、広西師範大学出版社版［2008年　桂林］を使用）。
11．岡本隆司、箱田恵子、青山治世『出使日記の時代　清末の中国と外交』（名古屋大学出版会　2014年　名古屋）
総論、常駐公使と外交の肖像─清末における在外公館と出使日記。
12．両資料については、いま、兪冰、馬春梅主編『李鴻章別伝集』（学苑出版社　2007年　北京）に収録されてい
るものを利用できる。また、鍾叔河『走向世界叢書』（湖南人民出版社　1985〜86年　長沙）所収の『李鴻章
歴聘欧美記』（張英宇点、張玄浩校）は、資料２をベースして資料１の非重複部分を補足したテキストである。
13．例えば、その代表的存在である『時務報』（1896年8月創刊）は、総撰述、梁啓超の「報之例当如何。曰広訳
五洲近事、則閲者知全地大局、与其強盛弱亡之故、而不至夜郎自大、坐眢井以議天地矣。」（「論報館有益於
国事」［『時務報』第1冊］）との主張を実践する形で、創刊号から「域外報訳」、「西文報訳」、「西電照訳」、「路
透電音」等の専欄を設け各国の新聞記事やロイター電の翻訳を載せる。ちなみに、第1冊の「路透（ロイター）
電音」（目次のタイトルは「西電照訳」）は、早速、李鴻章がフランス大統領に謁見したことなど3件の李の出
使の動静を伝えるロイター電を訳載している。
また、このテーマに関する研究として、潘光哲「開創“世界知識”的公共空間：《時務報》訳稿研究」（『史林』
2006年第5期）がある。
14．千葉正史『近代交通体系と清帝国の変貌　電信・鉄道ネットワークの形成と中国国家統合の変容』（日本経
済評論社　2006年　東京）第2章、電信導入による国家的通信体系の再編。
15．方漢奇主編『中国新聞事業通史』第1巻、第2章、第7節、4、新聞文体与新聞写作では、早期の例として1871
年の香港の『近事編録』、『中外新聞七日報』や1882年の『申報』のそれを挙げている。
16．『中国文史論叢』第4号　2008年。
17．例えば、李のスエズ運河到着（1896年4月26日）はその3日後に、また、オデッサ到着（4月30日）、サンクト
ペテルブルク到着（5月4日）はその2日後に電信を通じて入手した情報をもとに報じられている。
18．アレンの履歴については、清史編委会編『清代人物伝稿』（遼寧人民出版社　1989年　瀋陽）下編・第5巻所
収の夏良才の伝記等の資料を参考にした。
19．広学会については、熊月之『西学東漸与晩清社会』（上海人民出版社　1994年　上海）13、広学会：広西方之
学に詳しい研究がある。
20．山室信一『思想課題としてのアジア　基軸・連鎖・投企』（岩波書店　2001年　東京）第2部、第2章、第1節、
中国における西学。
21．梁元生『林楽知在華事業与《万国公報》』（中文大学出版社　1978年　香港）第4章、教育家：林楽知在華的教
育事業、乙、中西書院的成立及其意義。
22．張華騰『1882─1895年中西書院諸問題的考察』（『史林』2004年第5期）。
23．大竹博吉監訳『ウィッテ伯回想記　日露戦争と露西亜革命』（南北書院　1931年　東京、いま、『明治百年史
叢書』［原書房　1972年　東京］による）監修者のことば。
24．牛嶋憂子氏の「王光祈著訳年譜」（同氏編著『王光祈文献総目録─付著訳年譜─』［アジア文化総合研究
所出版会　2007年　東京］所収）によれば、訳出は1928年のことである。
25．資料２『李傅相歴聘欧美記』が記載する内容も同じ（多少の字句の異同はある）。ただし、資料２では、「宴の
幕が閉じられようとした時……」以下を小字割注の体裁で記述するとともに、その前に「聞」という一語を加
えてそれが伝聞であることを示す処理を施すという違いがある。
図版出典：
図1　『李鴻章別伝集』（注12参照）
図2　『李鴻章歴聘欧美記』（同　上）
